
小学部の研究

自己を受けとめ表現し,他者を認める子どもを

目指した自立活動の時間における指導
｢にじいろタイム｣の授業づくり

一子どもの発達を踏まえた目標設定と評価に視点を当てて～
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I　学部研究主題

Ⅱ 乂yYHﾊHｸh益���ﾙ.�,ﾉyﾙu"�

1　研究の背景

(1)子どもの実態から

学校教育のスタートである小学部は,毎日の生活のリズムをつくり,自分の身の回りのことや,

身近な教師や友達とのかかわりに興味･関心をもてるようにし,自分からしよう,自分からかか

わろうという気持ちを育てる大切な段階である｡

本校小学部の子どもたちは,対人的なかかわり面を見てみると,友達とかかわりたいという気

持ちがあり,友達の行動をまねして楽しんだり,教師や友達と一緒にままごと遊びやお店遊びな

どのごっこ遊びを楽しんだりする姿が見られるなど,言葉や身振りで教師とのやりとりが上手に

できているように思われる｡一方,遊んだ物を元の場所に片付けたり,給食当番で1対1対応に

より配膳をしたりすることはうまくできるようになったが,友達が遊んでいるおもちゃを取り上

げてしまいトラブルになったり,気持ちがうまく通じず,途中で遊びをやめてしまったり,友達

が遊ぶ姿を見ていても自分から仲間に入って行けなかったりする子どもたちの様子も見られる｡

また,上述したような1対1対応による物的なかかわりの側面は発達しているものの,友達と

のトラブルの様子を見ると人と人との位置関係や環境の把握などに係る側面の発達は十分である

とは言い難い｡これは　相手に自分の気持ちを伝える手段やタイミングが分からなかったり,柄

手の気持ちを推察することが苦手であったり,遊びのルール理解が困難であったりすることが要

因と思われる｡

(2)前次研究から

わたしたちはこれまでも,日常生活の指導や生活単元学習などの領域･教科を合わせた指導,

教科別の指導を含めて,学校の教育活動全体を通して基本的な生活習慣や社会適応に必要とされ

る知識,鼓能,態度などについての指導を行ってきた｡特に｢コミュニケーション｣, ｢社会性･

集団参加｣における課題については　様々な機会をとらえて教育活動全体で指導を行ってきた｡

宇佐川(2001)によると｢集団活動の最も基本的な意義は,コミュニケーションを発展させるこ

と｣であるとし, ｢グループの機能が発揮されれば互いに影響し合って育ち合う可能性をもって

いる｣としている｡また,コミュニケーションや社会性は,他者とのかかわり抜きには成立しな

いことから｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集団参加｣における育ちを集団で指導することで,

その効果が期待できると考えた｡
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図2-1小学部教育課程の構造図

わたしたちは前次研究に

おいて,上述の｢コミュニ

ケーション｣, ｢社会性･集

団参加｣における学習課題

の重要性を踏まえ,一層そ

の教育効果を上げるために

自立活動の時間における指

導の一つである｢にじいろ

タイム｣を設定した｡そし

て子どもの教育的ニーズを

基にしたグループを編成し

計画的･継続的に実践を行

った｡

その成果として, ｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集団参加｣の領域に直接アプローチするこ

とで,小集団における教師や友達とのよりよいかかわりが増えてきた｡具体的には｢A児はゲー

ムに負けても怒らずに,次の機会にチャレンジすることができるようになった｣, ｢B児は友達と

遊んでいるときに『かして』と自分から言うことができるようになった｣, ｢C児は友達からの誘

いに手を挙げてこたえ,一緒に遊ぶことができるようになった｣などである｡このような姿から

他者との関係性の中で自分の要求を調整し,自己を受けとめ他者を認める姿の芽生えが見えてき

ていると言える｡このような子どもたちのよりよい変容の背景としては,言葉の意味や文脈を理

解する受信者としての力が付いてきていると同時に,にじいろタイムの中で自分の言葉や行動が

周りに認められコミュニケーションの成功経験を積むことで,発信者としての基盤になるコミュ

ニケーション意欲が培われているからだと思われる｡また教師は｢子どもたちの様々な障害の特

性に応じた手立てに視点を当てた取組ができ,日ごろから『子どもたちが日常生活の中でよりよ

いかかわりができる』と意識して指導する場面が多くなったこと｣が挙げられる｡

一方,研究課題としては,アセスメントの活用方法や具体的な指導及び評価方法など,授業の

評価･改善といった授業実践-の生かし方が十分でなかったと考えている｡そのことについて,

わたしたちは,子どもの発達を踏まえた実態把握や具体的な目標設定･評価の在り方について明

確に整理できていなかったことを一つの要因として考えた｡

そこで,本次研究では,一人一人の子どもの発達的課題や教師の指導課題から,これまで以上

に｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集団参加｣の領域にアプローチするために,自立活動の時

間における指導の一つである｢にじいろタイム｣を研究することにした｡そして,これまでのよ

うな障害の特性に応じるということに加えて, ｢発達の視点｣を加えることにした｡具体的には,

発達検査,行動観察,これまでの指導経過などを基に,運動,情緒,認知,コミュニケーション

など総合的な側面から子どもの全体像をとらえた目標設定や授業実践,評価の在り方に視点を当

てていくことにした｡

(3)社会の背景から

｢教育課程部会におけるこれまでの審議のまとめ｣ (中央教育審議会教育課程部会一平成19年

11月7日)の中に｢生きる力｣について｢自らを律しつつ,他人とともに協調し,他人を思いや
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る心や感動する心などの豊かな人間性｣と示されている｡また,自立活動については｢多様な障

害に応じた適切な指導を一層充実させるため.他者とのかかわり,他者の意図や感情の理解,自

己理解と行動の調整,集団-の参加,感覚や認知の特性への対応などに関することを内容の項目

に盛り込む｣としている｡さらに｢現行の五つの区分に加え,新たな区分として『人間関係の形

成(仮称)』を設け,それぞれの区分と項目の関連を整理する｣とも示されている｡

これらのことから,わたしたちが｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集団参加｣に焦点を当て

ようとしていることは極めて重要なことであると考える｡

(4)総括として

これまで述べてきた子どもたちの実態,前次研究,

自立活動を取り上げた理由などを踏まえると,自立活

動の時間における指導の一つである｢にじいろタイム｣

を継続して研究し,授業実践していくことが重要であ

ると考える｡そして｢コミュニケーション｣ ｢社会性･

集団参加｣に重点を置いて寝業実践することが,小学

部の考える｢自己を受けとめ表現し,他者を認める姿｣

を目指すことになり,ひいては全　体研究主題にある

｢今を,将来をよりよく生きていく姿｣にもつながる　写真2-1生活単元学習

ことになる｡ ｢なかまの家にとまろう｣

順番を待って,友達と一緒に遊ぶ様子

2　研究主題について

(1) ｢自己を受けとめ表現する｣とは

津守(1984)は,自我の発達について以下のように述べている｡

｢赤ん坊は　次第に外界にある物や人に気付き,また,自分の快感や不快を意識する｡そこで

は,母親(養育者) -の信頼感に支えられて育まれた『自我』が存在する｡｣

｢幼児期初期に,内界と外界の境界の意識がはっきりとしてくる｡その多くは,まだ,ことば

としてぼ　明瞭にあらわされていない触覚･嗅覚･運動感覚,その他の体感による直接感覚によ

る意識である｡意識の範囲が広がり,自分とは違った意図をもつ他者の存在に気付くようになる

と,矛盾する体験を統合しようと努力する｡その時期を経て統合に成功したとき,それは:Jh的イ

メージとして把握されるにいたる｡｣

このような自分の世界と他者の世界とを統合する機能としての自我が働いて,自己抑制力とな

るという｡自我の統合の体験が,幼児期においてなされるということは,重要なことであり,そ

の体験は,児童期･青年期など各段階の自我の成長の基本となる｡

このように,自我･自己の発達ぼ　母親などの身近な療育者との信頼感や諸感覚機能や身体全

体の発達,外界の認知など,様々な側面の発達に支えられていること,また,初期の自我の統合

の体験をていねいに作っていくことが,他者との関係において自己抑制力を育むことにつながる

ことが指摘される｡
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写真2-2　みんなで力を合わせて
いもほりをする子どもたち

小学部の子どもたちの様子を見てみると,好きな絵

本を何度も教師のところに持ってくる子ども,お皿に

砂を入れたり出したりして砂遊びに夢中になる子ども,

おやつ作りで材料を混ぜたり焼いたりする活動をやり

たくて仕方ない子どもなど,興味･関心が高く,でき

ると思えること,やりたいと思う活動には意欲的に取

り組む姿が見られる｡一方,苦手なことに対しては,

例えば｢ジャングルジムで遊んでいるときに,頂上ま

で登りたい気持ちはあるものの尻込みしていたが,敬

師が近くで見守るとチャレンジして登り切って満面の

笑顔を見せる｣など周囲の支えによってやり遂げ,成就感や達成感を得ていくといった子どもの

様子も見られる｡このように,子どもたちが,自分からできると思えることや,やりたいと思う

活動を十分に行っていくことや苦手な気持ちをもっていること-も周囲の支えを受けながら,向

かっていくこと,そして,共に過ごす友達や教師など安心できる環境の中で自分の思いを表情や

言葉で伝えていくことは,自我の発達に大切な過程であり,自己統制力を育てることにもつなが

っていく｡これらのことから, ｢自己を受けとめ表現する｣とは以下のように考えた｡

できる自分も苦手な気持ちをもっている自分も受けとめて 

表情や言葉で伝えること 

(2) ｢他者を認める｣とは

社会性の発達は,身近な大人との関係を通して促進されると言われる｡浅見(1980)らは｢本来,

子どもが自己と他者を区別するということは,母親との関係において発達する｡その関係では,揺

rA. 冲i- ��永�J8耳馗｢����ﾈ�ｲ���g宵窄 Jrj � ��
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写真2-3　遊具に友達と一緒
に乗る子どもたち

乳から始まり,あやしや抱っこ｢イナィ,イナィ,バア｣などの

簡単な遊び-と展開されるものである｡｣と述べている｡遊びは,

子どもの生活の中で,ごく自然に行われているように見えるもの

で,ややもすると軽く見過ごされがちであるが,子どもにとって

遊びは生活そのものであり,遊びによってこそ,様々なことを経

験し,学習し,自己の,宣子的世界と外界の現実について認識するも

のである｡このようなことから,他者とのかかわりについて遊び

の発達を基に考えてみる｡

発達の初期には,身近な大人とのかかわりが中心であり生理的な要求を満たしてもらえるととも

に｢イナィ,イナィ,バア｣などの遊びを通して特定の大人との関係ができてくる｡その後,同年

齢の子ども-の関心が高まり,数人で場を共有してはいるものの,各々が砂遊びなどをする｢平行

遊び｣の段階となる｡そして,友達とイメージを共有したり,調整したりするごっこ遊びなどの｢役

割のある遊び｣の段階となる｡さらに,ままごとなどの役割のある遊びは,ヒーローごっこや戦い

ごっこのように｢ストーリー性のある遊び｣になり,次第に鬼ごっこや陣取りなどの｢ルールのあ

る遊び｣ -と展開していく｡ルールのある遊びでは,遊びのルールそのものの理解とともに,相手

の話を聞いたり気持ちを考えたりして,他者と相互にかかわる力が必要となる｡そのような発達を
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経て,より複雑な他者の心情を理解することや社会性の獲得と広がりにつながる｡

小学部の子どもたちの実態を見ると,友達に関心があり,一緒に遊びたいと思ってはいるものの

自分からかかわることが難しく｢平行遊び｣をしていたり,ごっこ遊びをしてはいるが,相手の気

持ちに気付かなかったり,ゲームなどのルールそのものを守ることが難しく,しばしばトラブルに

なったりすることもある｡このような子どもたちに,教師が子どもの思いを代弁したり,一緒に遊

びながら遊び方やかかわり方のモデルを示したりする中で,子どもたちが何を共有したいのか,だ

れと共有したいのか,どのように共有したいのかを明確にしていく｡そのことで,わたしたちは,

子どもが友達を意識できるようにし,楽しく遊べたという経験を積み上げる中で,友達とよりよく

かかわりたいという気持ちを育てたい｡さらに,子どもたちが自分の気持ちを伝えたり順番を守っ

たり,遊びのルールを理解したりという社会性を身に付けていくことが必要であると考える｡

このように,わたしたちは,自己を受けとめ,他者を求める子どもたちの姿を目指すことば

全体研究でいう｢今を,将来をよりよく生きる姿｣につながると考えている｡

(3)自立活動の時間における指導としての｢にじいろタイム｣

①　｢にじいろタイム｣の位置付け

わたしたちは,小学部段階の発達差が大きい一人一人の子どもの遅れや障害による不均衡を改

善したり,発達の進んでいる側面を更に伸ばしたりすることで遅れている側面の発達を促すよう

な指導を行うことが大切であり,そのことが｢調和的発達の基盤を培う｣ことにつながると考え

る｡知的障害のある子どもたちには,言語,運動,情緒,行動などの面で顕著な発達の遅れや特

に配慮を必要とする様々な状態が知的障害に随伴して見られる｡このように随伴して見られる

様々な状態についての特別な指導が必要であり,これを自立活動で指導することになる｡

本校小学部の子どもたちの発達を見てみると,未分化であり感情,行動,感覚,認知など個人

差もあるが,先に述べたように｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集団参加｣において発達の遅

れや特に配慮を必要としている｡そこで,自立活動の時間における指導として｢にじいろタイム｣

を位置付け｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集団参加｣の領域等における教育的ニーズ等から
I

指導プログラムを作成し,計画的･継続的に実践することにした｡

(9　集団構成について

障害に基づく種々の困難を改善･克服を目指すことは大切であり, I CFの障害概念にもある

ように,困難の改善･克服を｢個人｣だけの問題として解決するのではなく,社会-の参加(こ

こでは学校活動-の参加)や活動レベルの向上(機能の活用や機能連関などを踏まえて)そして,

環境因子(いつでもどの場所でももてる力を発揮できる)､と個人因子(安心して取り組める,新

しいことに挑戦していく,大好きな友達と頑張る)との関係性の中で,自立活動をとらえ直し,

そのアプローチの一つとして小集団での指導の必要性を兄いだした｡
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心身機能〃身体構造　<-　　>　活動　く一一一　>　参加

環境因子 � 刪鼬ﾂ人因子 

わたしたちが重点を置く｢社会性･集
1

団参加｣について,現行の｢盲学校,鷲

学校及び養護学校学習指導要領(平成11

年3月)解説一自立活動編-｣を見てみ

ると,どの区分にも関連するのであろう

が,特に｢2心理的な安定- (2)対人関

係の形成の基礎に関すること｣の項に次

のように示してある｡ ｢対人関係の基礎と

なる自他の区別をすること,人の心情を

理解した対応の方法を身に付けること,

集団に参加し,役割を自覚して行動する

ことを意味している｡ (中略)また,さら

図2-2 I C Fの構成要素間の相互作用モデル

に,自閉児の場合は,人の心情を理解することが困難であることが多く,適切な規模の集団に参

加したり,共同活動を取り入れたりしながら,少しずつ自分の役割を果たすことができるよう基

本的な行動の仕方を指導することも重要である｣と｡

加えて, ｢盲学校,整学校及び養護学校学習指導要領(平成11年3月)解説一自立活動編一第

2章の5知的障害者を教育する養護学校の自立活動の特色｣には｢自立活動の時間を設けて指導

を行う場合は,個々の幼児児童生徒の障害の状態等を十分考慮し,個別の指導計画に基づいて,

個人あるいは小集団で指導を行うなど,効果的な指導を進めることが大切である｣と示している｡

また,コミュニケーション,社会性の発達を見ても,その広がり等については個別の指導よりも

小集団での指導を行う方がより効果的であると考える｡

このようなことから,本校小学部では, ｢にじいろタイム｣において,個別の指導を基本としな

がら安心感のもてる小集団における指導を展開することで,より主体的にそして効果的に学習す

ることができるのではないかと考え,グループを編成して指導を進めることにした｡

(4) ｢子どもの発達を踏まえた目標設定と評価｣とは

本研究において,わたしたちは｢子どもの発達を踏まえる｣という場合には,子どもの発達全体

を指すことを前提とする｡様々な発達検査があるが,そのどれを用いても一つの発達検査であり,

子どもの発達を見る一つの指標に過ぎないという立場に立ち,そこにわたしたちの日々の行動観察

等を入れ込むことが重要であると考える｡

子どもたちは, -単位時間の中で｢分かった,できた｣という達成感を得て身に付いた力を,揺

業以外の場面でも発揮する｡そして,学年や学部が変わり,新たなステージ-進んだ後も生き続け

る｡そのような子どもの姿を支えるのは,言うまでもなく日々の授業であり,それを計画し実践す

るわたしたち教師の力量に掛かっている｡自立活動の指導は,学習指導要領にその指導内容は示さ

れているものの,具体的なものではないため,各教科と異なり,子どもの実態に応じた多様な指導

が可能である一方,指導目標や内容を設定するのが難しいという側面がある｡

特別支援学校における自立活動の取組の全国調査(特総研一平成17年報告)からも教師の専門性

が課題として大きく挙がっている｡教師の専門性としては,多岐に渡り指摘されているが,自立活
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動における目標設定という視点で考えたとき,一人一人の子どもの発達をとらえる力は重要なもの

であると言える｡発達検査や行動観察,前任者からの引継ぎなどにより,子どもの発達を踏まえた

目標設定を行うことは,指導の根拠と方向性を明確にすることや評価を確かなものにすること-も

つながっていく｡

このようなことから,わたしたちは指馨根拠を明確なものにし,評価をより的確なものにするた

めに子どもたちの発達に行動観察を加えた目標設定を目指すことにした｡

(5)全体研究と学部研究の関連

全体研究主題にある｢よりよく生きる姿｣を小学部では, ｢自己を受けとめ表現し,他者を認める

姿｣とし,本研究に取り組むことにした｡わたしたちは,この学部研究主題に迫るために自立活動

の時間における指導の一つである｢にじいろタイム｣の授業実践(目標設定と評価)を通して,全

体研究にある｢確かな学び｣を追究することにした｡

表2-1全体研究との関連

全　　体　　研　　究 学　　部　　研　　究

【全体研究主題】

今を,将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づくり
-確かな学びにつながるための評価の在り方に視点を当てて-

【研究内容1 】

指導の根拠と方向性を明確にする｢見立てる｣

(診断的評価)

【研究内容2】

子どもの確かな学びを実現するための授業実

践と評価の在り方を探る｢実践･評価する｣

(形成的評価･総括的評価)

【研究内容3】
系統的･継続的指導のための評価と情報の生か

し方を探る｢つなぐ｣

(総括的評価-→形成的評価)

【学部研究主題】
自己を受けとめ表現し,他者を認める子どもを目指し

た自立活動の時間における指導｢にじいろタイム｣の授

業づくり
一子どもの発達を踏まえた目標設定と評価に視点を当てて-

小学部の考える子ども像を｢自己を受けとめ

表現し,他者を認める子ども｣として,コミュ

ニケーション,社会性･集団参加に焦点化した

｢にじいろタイム｣の授業づくりを推進する｡

【研究内容1 】

子どもの実態を全体的にとらえ,自立活動の

個別の指導計画から｢にじいろタイム｣の指導
プログラムを作成する｡その際,教育的ニーズ

に偏ることなく,内容を考える｡

【研究内容2】
-単位時間ごとの実践･評価の蓄積を行う｡

実践の際には,確かな学びを実現するための四
つのキーワード(必然性,思考･操作,振り返

り,実践意欲)を教師の手立ての一つとして考

える｡また,評価を次時へつなげるためのミー

ティングを実施する｡

【研究内容3】
自立活動の学習内容を中学部-引き継ぐため

に中学部とのミーティングを行い,自立活動の

時間における指導の取り扱いの異なる中学部で
どのような形で継続的指導ができるか追跡研究

をする｡

前頁の表2-1は,全体研究と学部研究の関連を表したものである｡わたしたちは　学部研究に

おいて,子どもたちの発達を踏まえた目標設定に基づいた実践を行うことにするが,その実践の

中では,確かな学びを支える四つのキーワード(p.14参照)を具体的な手立てとして位置付けた

り,評価の工夫･検討をしたりする｡それらのことで全体研究主題｢今を,将来をよりよく生き

る子どもを目指した授業づくり｣につながると考えている｡
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Ⅲ　研究目的

自立活動の時間における指導の一つである｢にじいろタイム｣において,指導プログラムの作成や

ミーティングをすることで,子どもの発達を踏まえた目標設定や評価を行い,自己を受けとめ表現し,

他者を認める子どもを育む授業づくりをする｡

Ⅳ　研究仮説

わたしたちは,次の実践を継続することで;一人一人の子どもの｢自己を受けとめ,他者を認める

姿｣を目指すことになり,全体研究にある｢今を,将来をよりよく生きる姿｣につながると考える｡

○指導プログラムを見直し,子どもの発達を踏まえた目標を設定することで,指導の根拠と 

方向性を明確にするo 

○子どもの確かな学びを支える四つのキーワード｢必然性,思考,操作,振り返り,実践意 

欲｣を具体的な手立てとした授業実践をするとともに,評価の在り方を充実させるo 

○中学部の生活における取組につなげる情報の整理と生かし方を検討するo 

Ⅴ　研究内容

研究内容1 

自立活動の時間における指導の一つである｢にじいろタイム｣の指導プログラムを見直し, 

目標設定の手続きを整理する｡ 

研究内容2 

子どもの発達を踏まえた目標設定による授業実践と評価の在り方を探るo 

研究内容3 

中学部における指導の継続性を目指した学部間の引継ぎの在り方を探るo 
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l　研究方法

わたしたちは,学部研究主題に迫るために,子どもたちの｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集

団参加｣の発達や改善を目指して,自立活動の時間における指導の一つである｢にじいろタイム｣

において,アセスメント方法や指導プログラム(各グループの指導計画)の検討と授業分析(授業

実践,反省,評価など)をp-d-C-aサイクルに合わせて行う｡

具体的には,以下の方法で研究を推進していくことにする｡

○　発達検査と行動観察及び教育的ニーズを基に子どもの全体像をとらえる｡

○　自立活動における目標の設定及び｢にじいろタイム｣における指導プログラムの作成･検討を

する｡

○　各指導プログラムの下,全体基調にある四つのキーワードを具体的な手立てとして位置付けた

授業実践を行う｡

○　評価と改善のためのミーティングを行う｡

〇　一一人一人の子どもの学習内容の引継ぎのために中学部と連携しながら,取組の評価を行う｡

個別の実態 ��

新版格式発達検査 ��

教育的ニーズ 乂x�轌;�wi|ﾂ�
(珍断的評価) 

学部ミーティング 
グループミーティング 

学部ミーティングに 
よる評価の共通連結 

図2-3　授業づくりサイクル
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左の図で見ると, P-

D-C-Aのサイクルで

研究を推進することにな

る｡そのサイクルにある

Dにおいては, -単位時

間ごとのp-d-C-a

のサイクルがあり,そこ

で全体基調にある四つの

キーワードを具体的な手

立てとして検討していく

ことになる｡



表2-2　研究計画

2　研究計画

基礎研究 ��ｹ���Hｸh,ﾉ�ﾈ惠,h攣��/�:X-ﾈ*h+ﾙ_ｸﾏﾉ�ｸ,ﾉk隕ﾘ峇�平成19年4月～10月 
○文献研究及び基礎理論の学部ミーティング 乂yYI�9�ﾂ�

実践研究 ��ｹ�iLTｸ�Jﾙ$(ﾉ��,ﾈ��邊�平成19年11月 

○｢自立のためのLD指導プログラムチェックリスト ���[ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ��

(特定非営利活動法人フトウ-ロ発行)｣の実施 乂yYI�9�ﾂ�4�8ｸ�ｸ7b�

○教育的ニーズの集約.分析とグルーピング 

○個別の指導計画の作成-→グループの指導プログラム 

○授業実践 

まとめ.評価 ��ｸﾗ9:隰��ｷ�-��ｼh����/�,ｨ+X+ﾘ��,x.�,ﾉ¥�X,ﾉ�騫ﾒ�平成20年11月 及び課題の確認 ���[ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ��

○研究のまとめ 乂yYI�9�ﾂ�4�8ｸ�ｸ7b�

Ⅶ　研究の実際

下の図は,小学部の研究の全体像である｡小学部では,全体研究主題にある｢今を,将来をよりよ

く生きる子ども｣を｢自己を受け止め表現し,他者を認める子ども｣とし,その研究主題に迫るため

に,自立活動の授業づくりに取り組んだ｡そして,自立活動における目標設定をする際に,新版K式

発達検査や行動観察,教育的ニーズなどを踏まえることにした｡ 【研究内容1 i

自立活動は,自立活動の指導と時間における指導があるが,時間における指導の一つに位置付けて

いる｢にじいろタイム｣の授業実践サイクルにおいて,全体研究基調p. 14にある確かな学びを支える

四つのキーワード(必然性,思考･操作,振り返り,実践意欲)を入れ込んで実践することにした｡

また, -単位時間ごとの評価と改善のためのミーティング(c aミーティング)を実施することにし

た｡ 【研究内容21

また,小学部での取組を中学部-引き継ぐために,自立活動においてその学習内容を評価･改善し,

中学部職員とのミーティングなどを通して追跡していくことにした｡ 【研究内容3】

計画:自立活動_つ【研究内容1】 
(pLAいくブ発達を踏まえた目標設定 

改塞実践:にじいろ【研究内容2】 
ACTIONイム(DO)具体的な手立て 四つのキーワード -一一 

毛盤華ECK' 評価 蜘鞅x鳬�?ﾆB���Hﾋ靜ｳ�� 
tcaミ-ティ. �9f�2��ｲ�

聖星!!!!!害■音容含量星型 
自己を受けとめ表現し,他者を認める子どもを目指した自立活動の時間に暴ける指導 

目星重量重量重量重量重量重量重量重量重量重量重量重畳 
今を.将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づくり 

-確かな学びにつながるための評価の在り方に視点を当てて- 

図2-4　研究の全体像
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1　研究内容1について

自立活動の時間における指導の一つである｢にじいろタイム｣の指導プログラムを

見直し,目標設定の手続きを整理する｡

にじいろタイムでは,教育的ニーズの把握からグループ(おひさまグループ,ほしグループ,は

なグループの3グループ,表2-3に各グループのねらいを示した｡)を縞成し,小集団による自立

活動の時間における指導を行っている｡指導に当たっては,各グループごとに指導プログラムを作

成し,グループの活動内容や指導目標を明らかにしながら取り組んできた｡しかし,個人ごとに作

成していたプログラムと重複する内容があったこと,発達的な視点を入れ込む必要があったことか

ら,指導プログラムの様式(表2-4)を見直すとともに,自立活動における目標設定の手続きを整理

することにした｡

表2-3　にじいろタイムの各グループ名とねらい

ループ名 �*�-�+8-ﾈ4�8ｸ�ｸ7b�ほしグループ �,ﾘ,�4�8ｸ�ｸ7b�

ね 唳�ﾈ,假8*�?ﾈ.ｨ.x.ｨ.���8ｫH/�.�+��･言葉,身振り,絵.文字カードな 唸､x4ｨ�ｸ6�.(5H4892ﾈ尸�ｨﾋ靜ｨ,�,r�

ながら,集団で楽しくゲームをする �,x/�w�*(,Bﾈﾈ�uh-�,ﾉ(h,Y4ｹ��,�*��により,自分の要求や思いを伝えた 

ことができるようにする〇 ･集団で楽しくゲームをするために, �*�.ﾘ.�/��+h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�り,相手の要求や思いを受けとめた 

ら 勍教師や友達の演技を見たり聞いた �.�,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

↓ヽ 凾閧ｵて,相手の心情を理解した対応 唸.ﾘ.x-x*H+ﾙuh-�.)uhｾ�h-�/�ｻ8蹌�

必要なルールや約束を守ることができるよ �/�+X+ﾘ.な�&8,ﾉ(h,X齷Zｨ,ﾉo�ｨH/��や友達と共に楽しみ友達を誘ったり, 

うにする｡ �8�+X,Hｨ�:�,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�誘われたりしてかかわり合うことが できるようにするo 

(1)にじいろタイムの指導プログラム

指導プログラムを作成するに当たっては,教育的ニーズによってグループ分けされた子どもた

ち一人一人の発達について検討し,グループの目標や活動内容を設定することにした｡その際,

継続した指導を考えたときにどの年齢でも検査できる点や,子どもの全般的な発達を把握できる

点などから,新版K式発達検査を子どもたちの発達を見る指標として導入した｡表2-5に,はなグ

ループの指導プログラムを示す｡

表2-4　にじいろタイム　グループ指導プログラムの様式　(平成20年度)

グループ名 凵宦寃Oループ(おひさま,ほし,はな) 

メンバー 凵宦�,○○(グループの全員分の兜童名) 

状態像 

〈子どもの様子)主にコミュニケーションや社会性についての日常生活における様子 
〈アセスメント)新版K式発達検査やその他のアセスメントの結果 
〈教育的ニーズ)一人一人の教育的ニーズや共通すること 

指導目標 刪齔l一人の子どもたちの状態像を踏まえて指導目標を設定 

指導計画(総時教計I一皿期分36時間) 

期 倡y;�>�vRり轌;�,ﾈ詹zx,B��倬��B�

I H Ⅲ 丿Xｯｨ,�*�*�.倡y;�>�vX,h轌;�,ﾈ詹zx,H/�ｴﾉ?ﾂ�曝ｯ｢��"�鳧ｭB�
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表2-5　はなグループの指導プログラム

グループ名 凾ﾍなグループ 

メンバー 僵.K,F.S,M.S,Y.Y,T.K 

状態像 

(子どもの様子) 

子どもたちの様子は様々であるが,一人一人の子どもたちは,以下のような実態がある○ 
･要求場面では,サインや音声を使い自らコミュニケーションをとることができる○ 

･音声言語で伝えることは難しいが,サインや絵カードで遊びたい気持ちを伝えることができる｡ 
･特定の人(特に大人)-積極的にかかわろうとする○ 

･友達-の興味があり,まねをしたり,特定の遊びでは,一緒に遊んだりすることができるo 

〈アセスメント) 

新版K式発達検査の結果,認知-適応面に比べて言語-社会面が低いことがどの子にも共通し 
てみられる○また,活動の流れを写真カードで示すことで活動-の見通しをもてるようにする 
ことやモデルを示すことが有効であるごとが分かった. 

〈教育的ニーズ) 
｢身振りや指差しにより要求を伝えること｣,｢写真カードや音声言語により,自分の思いを 

伝えたり,相手の思いや要求を受け入れたりすること｣など,主にコミュニケーションに関す 

ることがどの子どもにも,教育的ニーズとして挙がっている｡ 

指導目標 勍遊びたい遊具や友達,楽しかつた遊びや一緒に遊んだ友達を写真カードや音声, 指さしで教師や友達に伝えることができるようにする○ 
･教師や友達の誘いに応じたり,遊びの役割を交代したりしながら友達同士でかか 

わり合うことができるようにする○ 

指導計画(総時数計36時間) 

期 倡y;�>�vRり轌;�,ﾈ詹zx,B��倬��B�

I 傲越｢���"�

Ⅱ 傲越｢���"�

ⅡI �Xｯｨ,ﾉUﾘ廁,h淤��/��8*�,Huhｯｨ,ﾈ轌;�>�vX/��ﾙ.�+x.薬���"�

①教師や友達からくすぐられたり,教師や友達をくすぐったりするo 
･子どもたちと一緒にマットを敷き,座ったり濠ころんだりしながらできるよう 

にする○ 

･一人で友達をくすぐれない場合は,くすぐる場所を指で示したり,教師と一緒 

にくすぐったりするo 

②風船を教師や友達-パスしてやり取り遊びをするe 
･風船をもらいたい気持ちを表現できるように,モデルを示したり,言葉掛けで 

促したりするo 

③2枚の写真カードから,好きな遊具を選んで教師-伝え,遊びたい友達を誘って 
一緒に遊ぶo 

･小黒板に張った2枚の写真カードから選ぶことができるようにする○ 

･友達を誘うように促したり,握手や言葉のモデルを示したりする｡ 

･遊具の揺れなどが楽しめるように教師が動きを補助する○ 

④歌に合わせて上下に揺れる布を見たり,風を感じたりするoまた,布を持って上 

下に揺らす｡ 
･子どもたちと一緒にマットを敷き,リラックスした状態で遊べるようにする｡ 

･色や素材の違う2種類の布を用意して,子どもたちが好きな方を選んで教師に 

伝えることができるようにするo 
･ゆっくりと動かしたり,速く動かしたりして変化を付ける○ 

･交代で布を持つ役ができるように言葉掛けをしたり,布を持つ手を補助したり 

する○ 

グループミーティングで評価と改善をし,次年度-引き継ぐo 



(2)にじいろタイムにおける目標設定の手続き

目標設定の手続きについて,はなグループのA児(小学部4年)を例に見ていきたい｡

①　子どもを全体としてとらえる

表2-6は,個別の教育支援計画の一部である｡各指導の形態の目標を設定する前段階として7

領域に沿った実態把握を行っている｡

イ固芳一｣の教育支援計画 

シート1 刄Vート2 ��X柯,ﾂ�シート3 

子どもの実態(表2-6) 刹ｳ育的ニーズ 刹�ﾌ的な取組と評価 

考えられる課題 ��本人.保護者の願い 剋沐N度の取組につい 

家庭での取組 関係機関での取組 剋蛯ﾈ引継ぎ事項 

表2-6個別の教育支援 刪齦� 

領域 侏ｸﾝﾘ,ﾉvﾈ���

身辺処理 唸ﾋ駢Hｧﾈ*�,�.h,�,Bﾉ.磯�,�6x488ﾂﾘﾗ8*ｲﾉw�/��ｸ+x+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｸｻ8踪*ｨ耳�,�6x488ﾂﾘﾗ8*ﾘ+�,h,Rﾉ|｢�もたくさん出すことができている○ 

･冬服,夏服共に,脱衣に関しては,一人で行うことができるo 

健康 唳^�ﾗ8����,ﾈ6�8�985�,儻8��.�+8*ｨﾊ�.x.ｨ.�.�,ﾈ,ﾈ自�ﾈ,Y^�ﾗ8+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｹ5ﾘ-�.(+x*(,ﾈ,Y(ﾘ�8/�wb�するo階段の手すりがないと怖がるo 

安全体力 唳�h,�+ﾘ.な5�985�/�+X+ﾘ.�+x.�,�,y�ﾈ/�:�*�+x+�,h*ｨﾔH*ｸ,X*�.薬�
･学校では水を自分から飲むことはなく,水分補給は言葉掛けが必要であるo 

コミュニケーション 唳�ﾈ,ﾈｫH��/�yﾘ��+x.�+�,h*ｩdﾈ*�,Rﾉ�ﾈ,ﾉUﾈ��/�ﾊ�,H齷Zｨ,ﾈﾗ9:�/�¥��+x.�+�,h*ｨ*�.��Uﾈ��,X盜.)W8盜/��伝えることができる○ 

高富"数量 �(*��ｸ**:(*h,�:(*�,�8,�,x,ﾈﾌH-�ｧﾈ*�4�,雨ﾙ�ｨ*ｨ,X*ｸ.鑓輾ﾛx+X.)�y�X.�,Xﾗ8*ｸ+ﾘ*(,h+�.ｸ.(ｺHｫH+R�

たいことを伝えることができるo 

余暇活動 唳ti$(.(ｻ8踪,h耳�,竸�*(+ﾘ.��h,�+ﾘ.にnﾈｸX/�+X+ﾘ.扱8+(,�+�/�+X+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨﾔH*ｸ,X*�.��ｸ齷5ﾘ棈,��

は乗れないが,乗っている友達に併走して楽しんでいる○ 

社会性 唸-ﾘ/�,�,h�ｨ/�ｺItﾈ+X,Bﾈ�&8ｨ�:�,伜���+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

集団参加 唸�-�,H,ﾉ�ﾈ.(�-�,H,ﾈ+�,h,���+X,H.(.(��ｼ�4�,�,�,�,H+X-ﾈ*F��
･友達の行動を見たり,一緒にしたりすることで活動全体を把握しているo 

職業生活 唸ﾅx,ﾈ覃馼,X*�.�9iMH,ﾈ���/�*8.�+�,h*ｩh�?ｨ,X*ｸ,H*(.薬�･ビーズ通しなどもスムーズにできるようになり日と手の協応も高まってきている○ 

･調理ではしを使って混ぜたり,カップに注ぎ込んだりするのが上手である○ 

家庭生活 唸��&i^�;�,X,ﾙlﾙ^ﾘ,�.h.稲�/�ｹ8+�,I6�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��旭ｸﾊ�,ﾉDi&ﾘ,�,(*(,H,ﾒﾉW8�Zｨ,X*�.��ｲ�･家では庭でカートを押したり,砂で遊んだりしている○料理に興味をもって,少し手伝ったり,一緒にし 

地域生活 �+ﾘ.�+x.��ﾇ���+X+ﾘ詹6�*(,ﾘ+X,H*(,�**��

全体像 勍教師の言葉掛け等の指示をよく聞いていて,友達より先に行動する姿も見られるo ･人と共有したい事柄がたくさんあり,指差し一つにもいろいろな意味をもって使っているo 

･認知や行動に 勍3年生でできるようになった,トイレでの排せつが,安定してできているo朝の会の後のトイレ 

関する子どもの 凾ﾍ,言葉掛けがなくても一人で行くことができるo 

特性 勍運動面に関して,歩行等に関する姿勢のバランスが不安定であるo前庭覚,固有覚を中心としな 

･重要だと思わ 凾ｪらもいろいろな運動や遊びを通して様々な動きをすることができるようにしていきたい○ 

れるかかわり方 勍コミュニケーション面に関して,理解言語を増やしていくとともに,自分の要求を伝える場面が 

や支援ツール 剌ｭしずつ増えてきていることから,音声言語とサイン,写真カード,絵カードなどを併用しながら, 

自分の意思を相手に伝えることができるようにする○同時に友達と遊ぶ活動を設定しながら,人や 

物に自分からかかわる力を高めていくo 
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②　障害特性について考える

A児の主障害である脳梁欠損症は,人により多様な症状を示すが,共通する症状として,以下

のことが挙げられている

･運動,言語,その他の認知機能の発達が遅い○ 

･運動調整機能が低い○ 

･痛みに鈍感である○ 

･特定の触覚感覚が鈍い〔など 

A児は,歩行や走る際に下肢の協調運動がスムー

ズにいかず,バランスを崩すことがある｡特に,夏

休み等の長期休み明けに歩行が不安定になり,つま

ずきやすい様子が見られることから,継続して運動

に取り組むことが必要だと考える｡また,ボタンの

付け外しや紙を持ってはさみで切るなどの手指の巧　　　　　　　　　写真2-4

ち性や両手の協調動作にも課題がある｡　　　　　　　はなグループ｢布遊び｣で布を持つ役を選んで遊ぶA児

言語面については, ｢電気を消してね｣や｢図書室に先に行ってね｣など日常生活における簡単

な言語での指示を理解し行動することができるものの,音声言語の表出は｢てんて- (せんせい)｣

や｢はい｣などリラックスした状態で少しみられる程度である｡写真カードや身振りなども使いな

がら,自分の意思を相手に伝える場面を多く設定し,伝える方法を身に付けたり,伝わってうれし

い経験を積んだりすることが大切だと考える｡

③　関係機関との連携を図り,情報を生かす

A児は作業療法と言語療法の訓練を受けていることから,個別の教育支援計画の策定の手順に基

づき保護者を交えた｢つなぎミーティング｣を行った｡

その中で,作業療法については,運動企画力やバランス感覚の向上をねらってサーキットコース

に取り組んでいることが分かった｡話し合いの中で,姿勢や運動に関することが話題にのぼり,わ

たしたちが大切にしようと考えていた｢下肢の運動に継続して取り組む｣ことを共通理解すること

ができた｡また,言語療法では,口形模倣や音声模倣の取組を行っているなど,本児に関しては,

学校ではあまり取り組んでいなかったことについても

取り組んでいるという情報を得ることができた｡本児

は,語いは少ないもののリラックスした状態では, ｢は

い｣や｢てんて- (せんせい)｣などの音声言語を表

出できることや,他者と共感したいという気持ちが強

いというよさがあることなどから,写真カードや身振

り,音声言語など様々な方法を学習しながら,取組の

状況について共通理解していくことを確認した｡
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友達を選んで誘い,シーソーで遊ぶA児



④　発達検査の結果を分析する

指導の根拠を明らかにするという点から,表2-7にある新版K式発達検査の結果を分析して目標

を設定する｡

表2-7　新版K弐発達検査の結果(抜粋)

発達状況 倡��ぺ暮:貪｣吋i&ﾒﾙ4ｸ吶�｣��ﾋ靜｢ﾘ��橦�｣��9|ﾈ伺ﾃｦﾄ��

姿勢-運動 ��y{ﾉ�ｸ,h-��ｂﾒ��

認知-適応 ��ｸ�y��-ﾙm��8���-ﾈ,Rご�+�*｢ﾉ��-ﾙm�/�7ﾈ+X+ﾘﾎ8,ﾉzx+�ﾈ.�,ﾘ�"��8+X,H�-�,Bﾉ��-ﾒ�

直すことができた○ 

○『トラックの模倣』では,白-他の区別ができておらず,モデルに取り込む様子が見られた(-) 

○描画に関しては,筆圧はあまり強くない○『円錯LTJ-』(+),『横線模倣』『縦線模倣』は,両 

線となっていなかった○ 

○『入れ子3個』は,試行錯誤してできた05個は偶発的にできたと思われる○『形の弁Bi｣I』 

(+),Hでは,門と三角はできた○『3個o)コップ』(+),『角板』(-) 

言語-社会 ��y�y�ﾈｦYYH�ｂｲ鎚�x､x輾麌�ｂｲ鎚�y�X揵NHｧ(�ｂｲ��

『長短比較』は全逓であった(-) 

総括 ���ｨﾋ靜ｨ/�.�+ﾘ,�*(*｢ﾈ輾麌,偖ﾘ,�,Hﾗ9:�,X*ｸ.鑓-ﾈ+ﾒﾈ�y�X揵NHｧ(��.(�xﾆ�,ﾉ]兔ｨ��*ｩ,ｨ暈�

していることからも分かるように,2歳の力を少しずつつけていると推察される○ 

発達検査の結果からも,キーワードは｢2｣だな!

二つのものから選択して伝えることや,歩きながら障害物を越えるという

二つの動作をすることもねらっていけそうだ｡

⑤　自立活動の目標を設定する

新版K式発達検査を加えた子どもの実態や教育的ニーズを考えて自立活動の目標を設定する｡

○指差しや身振り,写真カードから選択するなどの方法で,自分の気持ちを伝えることができる○ 

･...(環境の把握.コミュニケーション) 

○両足の交互動作により,低い障害物を越えて歩くことができる0....(身体の動き) 

教育的ニーズや日常生活の様子から,｢コミュニケーション｣の力を �ｨ���
i..著 

伸ばしてかかわりを広げたいなo 日常生活の様子や障害の特性から,｢身体の動き｣-のアプローチが必要だな○ ��3r謦ﾆ��

⑥　にじいろタイムの目標を設定する

自立活動の目標から, ｢コミュニケーション｣と｢社会性･集団参加｣に関する部分を中心に,

時間における指導である｢にじいろタイム｣の目標を設定する｡

○身振りで遊びたい気持ちややりたくない気持ちを伝えることができる○ 

○友達の腕や肩などに軽く触れて遊びに誘うことができる○ 

ニ(a �%9D8,c����,ﾈ�ｩlｨ,X,ﾒﾅ妨8,d蓼/��y�X.�,Y6�*h.x.ｨ.�,ﾈ,Rﾈ抦�&2�
くフ �,ﾉ(h,X.�,X*ｸ.�.h*H,�,ｸ.x,�,H-ﾘ.h*F��

黒子 仆8踪.)ti$(,ﾉ�ﾈ/�|ﾘ*(,�,�*(処,�*8,�,Hｴ8鰄+�/�6�*h.h*H,h+x.�+�,h*ｨ*�.��
●､一子.一シ �,ﾈ,Rﾉti$(,ﾈｴ8鰄+�,�.�ｴ9WH*(,Bﾈﾇ�*ﾙ�x.ｨ.�+�,h,Y6�*h.x.ｨ.�.h*H,�+X.h*F��
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⑦　自立活動の個別の指導計画で評価する

時間における指導である｢にじいろタイム｣の目標と個別の指導の目標について表2-8の個別の

指導計画で評価する｡

表2-8　自立活動の個別の指導計画

4年名前A児 

状態像 

人と共有したい事柄がたくさんあり,指差し一つにしてもいろいろな意味をもって使っている○写 

団真カードで好きなものを選んで伝えることができ,日常生活でよく使う言葉については,音声での理 
解ができているものも多いoリラックスした状態では,｢おーい｣や｢てんて-(せんせい)｣などの 

発語があるが,授業中は,ほとんど発語や発声が見られず,頭を縦に振ったり,手を横に振ったりす 
るYesやNoのサインも小さくなってしまうことがある○ 

教師との遊びが中心ではあるが,友達-の興味.関心もあり,下級生の世話をしたがる様子が見ら 
れる○かかわりの中で,自分に注意を向けるときに,教師や友達の腕を強く引っ張ってしまうことが 
ある○ 

運動面に関しては歩行時のバランスや立って上半身を動かす姿勢などで不安定なことがある○特に 
休み明けなどは,歩行が不安定になっていることがある○ 

新版K式発達検査では,大小比較が+,形の弁別 僮が+,Hが円と三角のみ十〇積み木課題の様子 
から活動に対して受け身的なところが推察され,気持ちが受け入れられることのうれしさを感じるこ 

とが大切と思われる○ 

教育的ニーズは,コミュニケーションツールを使って自分の意思を伝えることができる○ 

自立活動の目標 

○指差しや身振り,写真カードなどで,自分の気持ちを伝えることができる○ 

○両足の交互動作により,低い障害物を越えて歩くことができる○ 

指導内容 

i健康の保持il心理的な安定l◎iコミュニケーションi◎i環境の把握l◎I身体の運動 

にじいろタイム 剏ﾂ別の指導 

目標 ��ｹ�y�X.�,Yuh-�+ﾘ*(ｴ8鰄+�.(.(.�+ﾘ*ﾘ,��○朝の会までの時間に教師や友達と運動に い気持ちを伝えることができる○ 偃h.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

○友達の腕や肩などに軽く触れて遊びに 誘うことができる○ ��ｸ7H�ｸ7h.)m云�/�葎*h,I^�*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

内 �(,ﾘ,�4�8ｸ�ｸ7j8,ﾈ轌;�7h8ﾘ4�8�8�����○体育館を走る○ ○障害物をまたいで歩く○ 

容 辛 勍朝の運動の時間確保のために保護者と 共通理解を図る〇 ･教師や友達と一緒に走ったり,歩いた 

立 凾閧ｷることで意欲がもてるようにする○ 

て 勍挙げる足を意識できるように｢左を挙 げるよ｣などと指差しや言葉掛けをする○ 

評 価 ��ﾙ.�+8.ｨ+ﾘ貶,(,ﾉuh-��8,H,鎚�9w�4�,��保護者との共通理解により,時間は短いこ 

姿が見られた○くすぐり遊びでは,｢次は, �,h.��ﾘ*�,(+ﾘ*｢ﾈｧxｯｩ9h�*�.y*�,ﾈ暮:�,偃b�
だれをくすぐる?｣といった教師の言葉掛 �.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｲ�

けに友達を指差しして,教師や友達と一緒 冲i$(.(ｻ8踪,h耳�,��ﾈ支ｭ�/��h,�+ﾘ.な7B�
にくすぐることができた○マットに横にな 坪7h.)m云�/�^�*(,H葎*h+ﾘ.�+x.�+�,h,Rﾈ�2�
つてくすぐられるときも,体の力が抜け, 冽�4�,��:�+x.�+�,h*ｨ,X*ｲﾉ<�,��h.�+�,h,��

笑顔が見られるようになってきた○ 亊h+X,H,ﾒﾃ#�Zｨ-�,y�h.���*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��

好きな遊具で友達と遊ぶ活動では,写真 冦ｨ.�*�,�+ﾘ�ｲ�
カードを教師に渡して何で遊びたいかを選 ���･�Z�/�葎*h,I^�*ﾘｨ�:�,X,ﾒﾉmｨ,i�ｸ,ﾈｺb�
んで伝えることができたが,友達を誘う場 ��*ｨ*H-ﾈ*ﾘ*(*�,�*(+ﾘ-�*鎚7H�ｸ7h/�:X/�,R�

面では,教師が身振りでモデルを示すこと �+X-ﾈ,�+ﾘ.にm云�/�7ﾈ+X,H+X-ﾈ,�+ﾘ.�+x.�+��
が必要であったo �,h*ｨ*�,�+ﾘ�ｸﾋ駢Hｧﾈ*�,�.h.な�8�+X,I�ｸ/��

リラックスして活動に取り組むことがで 俘(*ﾘ�8+�.h*H,h+x.倡�*ｨﾊ�*h,(,(*�.�,ﾈ,Rﾂ�

きつつあるが,Yes,Noの身振りが小 俑�ﾎ8.�ﾇ���+X,H��･�Z�/�葎*h.乖�:�,偃h.��r�
さいこともあるので,安心して活動できる 環境を設定しながら,伝わる喜びを感じる ことができるようにしていきたい∩ �-�+�,h*ｩtﾈﾏ�,X*�.�,hﾖﾈ*h.��ｲ�
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2　研究内容2について

子どもの発達を踏まえた授業実践と評価の在り方を探る｡

ここでは,おひさまグループにおいて,発達を踏まえた子どもの様子や学習課題をとらえ授業実

践を行い,その結果を子どもの確かな学びのキーワードに沿って整理する｡そして,よりよい子ど

もの評価や授業の評価(総括的評価)の有り方を探りたいと考える｡

(1)子どもの様子と学習課題

①　子どもの様子

おひさまグループの子どもたち男子7名は,音声言語による簡単なやり取りができ,教師や

友達と遊ぶことが好きで,追い掛けごっこや2-4人で行う簡単な野球,ヒーローごっこなど

特に体を動かして遊ぶ姿が休み時間にもよく見られる｡こうした子どもたちの様子や,教育的

ニーズを踏まえ,にじいろタイムにおける本グループのねらいは, ｢他者の存在や働き掛けを

受け入れ,自分の気持ちを適切に表現したり,伝えたりできるようにすること｣である｡さら

に, ｢集団ゲームを通してルールや約束事を守って行動したり,感情や言動をコントロールし

たりする力を身に付けることができるようにすること｣もねらっている｡ここでいうルールと

は,集団ゲームを成立させるために守るべきことで,約束事とは,一人一人の子どもに応じた

学習課題をその子どもに応じて分かりやすく示したものである｡これまでのにじいろタイムの

学習の中で子どもたちはルールや約束事を守って,友達と楽しく遊ぶ経験を積んでいる｡自分

の遊びたい活動を選択してみんなに伝えたり,多数決に従ったりすることもできるようになっ

てきており,負けで悔しくても怒らずに気持ちを切り替えて行動をコントロールできるように

なってきている｡

一方,本グループの子どもたちの発達検査の結果から,言語領域に比べ,認知領域の発達が

高く,視覚的に情報をとらえることが得意な子どもたちが多いことが分かった｡また,自己コ

ントロールの力を身に付けるに至るまで,立ち直り,自己調整,自己コントロールと丁寧にス

モールステップで指導していく必要がある段階の子どもたちであることも分かった｡従って,

学習においては,写真や映像などの視覚的な手掛かりを支えにした課題の説明を入れながら,

状況や気持ちを理解し,思いどおりの展開ではなかったとしても｢ちょっと我慢したり,もう

ちょっと頑張ったり｣できる力を身に付けていくことが求められている｡

l

(9　学習課題の分析

子どもたちは,学習したり経験したりしたことのある状況や文脈の中では自分の気持ちを表

現したり,自己調整やコントロールしたりできるようになってきた｡しかし,経験によって広

がってきた様々な自分の気持ちや感情に対して戸惑ったり,どのような言葉で表現したらいい

か分からなかったりするために,不安になったり,不適切な言動が出てきたりする様子も見ら

れる｡こうした言動を否定的にとらえず,自己調整ができるようになるための準備段階である

ととらえ,子どもに応じて,教師が見本となる言動のモデルを示したり,気持ちに寄り添うた

めの言葉掛けを行ったりしながら,様々な状況下においても自分の気持ちを調整したり,自分

の気持ちを表現したりすることができるようになることが課題であるととらえていきたい｡ま

た,友達とのかかわりが広がる中で,教師の支えを入れつつも子ども同士で立ち直るきっかけ
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を見付けたり,子どもたち自身が教師を介せず,友達に働き掛けるコミュニケーションカを身
1

に付けたりすることなど一人一人の子どもの発達に応じて課題設定をすることが重要である

と考えた｡

(2)授業実践

①　学習に対する必然性を高めるために

おひさまグループでは,子どもの発達や学習課題を考え,活動内容を設定するときに,以下の

ことに配慮してきた｡

○　かかわりや社会性,コミュニケーションを伸ばすために小集団のゲームであること｡

○　集団ゲームが成立するためのルールが,子どもにとって分かりやすく,発達的に見ても実践

可能であること｡

○　子どもの興味･関心､の高いものであ'ること｡

○　活動の文脈の中で自然に個に応じた学習課題を設定でき,解決できるものであること｡

○　個に応じた指導及び支援の手立てが文脈に沿って自然にできるものであること｡

○　活動の内容が子どもたちにとって分かりやすい(名前が付けられる)ものであること｡

これらを踏まえ,これまで｢デカパンリレー｣, ｢ビンゴゲーム｣, ｢玉入れ｣, ｢ボードゲーム｣,

｢風船バレー｣などに取り組んできた｡子どもの様子から,どれも学習動機の二要因モデルにお

ける(全体基調　図1-7) ｢充実志向｣, ｢関係志向｣, ｢自尊志向｣を満たす活動であったと考える｡

また障害の特性などから,社会的称賛が分かりにくい子どももいるので,活動の中で自然に称賛

や報酬が発生するようにした｡これは,家庭や地域で行う際,子どもの実践意欲につなげるため

でもある｡例えば,ビンゴゲームの賞品であったり,ボードゲームにおいては,コマがマス目に

とまると｢何枚○○カードがもらえる｣等を入れたりして,学習の動機付けを行ったりすること

である｡

(②　十分な思考,操作を行うために

①でも述べたように,子どもたちが不安感なく課題解決するために,好きな活動の中で,葛藤

等の場面を設定し,その回数(負担)等も一人一人の子どもの力を超えないようし,子どもたち

が主体的に意欲をもってその解決のために取り組めるように配慮した｡集団ゲームにおいて自然

の文脈の中で活動を行うために,教師の支援の方法や量,タイミングなどを考えながら進めたが,

必ず,授業の初めの段階(展開の初め)で,ゲームのルールや約束事を自作のアニメーションや

絵を使って説明して,視覚的な課題解決の手掛かりを与えた｡また,どの活動においても,授業

の流れを同じにすることで,子ども自身が活動を見通せるように配慮し,安心して課題解決に集

中して取り組むことができるようにした｡

③　学習を振り返るために

学習の終末では,振り返りのための発表を行って,楽しかったことや悔しかったことを発表す

るようにした｡以前は,活動そのものが楽しく｢楽しかったです｡｣と発表していた子どもが｢○

○君とロロ君として楽しかったです｡｣と友達を意識し,かかわりを楽しんだことを発表できるよ

うになり,名前を呼ばれた子どもはとてもうれしそうにしていた｡また,勝負に負けて｢悔しい｣

という気持ちを受け入れることができても,それをみんなの前で言うことに抵抗があった子ども
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や,悔しいという感情がまだ育ってなかった子どもも,その気持ちが育って｢悔しいです｡｣と

発表できるようになってきた｡子ども集団が｢悔しい｣と伝えても大丈夫だという場になったと

考えられる｡そして, ｢次に頑張ります｡｣ということで気持ちの立ち直りや自己調整をすること

ができた｡また,落ち込んでいる友達のK君に対して教師がI君に｢友達のK君が落ち込んでい

るよ｡何と言ったらいいかな｡｣と尋ねると, I君が｢元気を出します｡｣と答えたので, ｢じゃあ

『元気を出して』と言ってみようよ｡｣と言うと, I君がK君にそう言ってK君が立ち直ることが

できた｡そのやり取りを見ていたS君が同じく負けて落ち込んでいるR君に対して,即座に｢元

気を出して｡｣と励ましていた｡これらのことから教師の支えを受けながらも友達に働き掛けるコ

ミュニケーションも向上しつつあることが分かる｡

また,どの活動も1単位時間の中で,何度も勝ち負けが繰り返され,勝ち負けの経験がたくさ

んできるように設定した｡勝ち負けの経験を積むことは,どちらの感情も受け入れることができ

るようになったり,気持ちをコントロールする方法を知ったりすることができる｡ある日の授業

で1回日の玉入れでルールを守れなかったN君は,終わった後教師

がルールを示した絵を見せると｢あっ,そうだった｣と気付き2回

目は守ることができた｡これまでN君は自分がルールを守れなかっ

たことなどを指摘されると落ち込んで悔やむ言葉を繰り返したり,

行動が滞ったりしていたが,自分の言葉で,瞬時に気持ちを立て直

し, 2度目に自分で行動を修正することができた｡また｢風船バレ

ー｣では,毎回得点した数と同数の好きなキャラクターシールを張

り,ファイリングし視覚的に振り返ることができるようにした｡担

任や保護者に見せる子どももおり,振り返りの場を広げる手立てに

もなった｡

④　実践意欲を高めるために

学習の中では,課題としてできたことをすぐに称賛したり,終末

の振り返りの場面で友達みんなの前で｢今日の○○君の○○はとて

もよかったです｡｣と教師が褒めたりした｡また｢にじいろタイム｣

の中でできるようになったことをその子と共に,担任や保護者に積

極的に伝えるようにした｡ねらいとしている項目について定期的に

ソーシャルスキルチェックリストを使って家庭でも評価を行うこと

で,指導の方向性を共有することができるようにした｡その中で日

常生活に応用したことを評価したK.R児(小6男子)の事例につい

写真2-6

シールをファイルしてうれしい様子のK児

脾臓 窒�

_立寄､iト ��

璽! 'やで 

∴〕∴謹竺 

写真2-7

ファイルを使って担任に様子を話すK児

て以下に述べる｡

ア　現在の家庭での様子から

本児は現在,家庭でUNO (カードゲーム)が好きで,家族のだれかが帰ってくると｢遊ぼ

う｡｣と誘ったり,弟の友達を誘ったりして,楽しく遊んでいる｡これまで,弟とふざけて遊ん

だり,近所ではすでにやっている野球に参加したりと自分から遊びを提案することはなかった｡

母親からは｢人とすることが楽しい｡みんなですることが楽しいということが十分に分かった

からではないか｡｣という答えが返ってきた｡以下,母親から聞き取ったことをまとめてみた｡
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(7)スキル指導の個別化が有効である｡ (指導の手立て)
1

父親が,本児にUNOのルールを何度も繰り返し教えることで,うまくゲームに参加して

いる｡また父親は何度もゲームをやってくれる｡

(I)友達と場を共有することが好きでまねをしている｡ (本児のよさ)

一緒にUNOをやっている友達の様子をまねながら, ｢あー｡｣ ｢どうしようかな｡｣という

諾いや表現力が付いてきた｡

(ウ)終了するための気持ちの切り替えが課題である｡ (本児の目標)

にじいろタイムで目標としてきた｢あと1回(で終わり)ね｣, ｢楽しかった｣などと言っ

て,自分で終わりに納得をする自己コントロールする言葉が,家庭でのUNOのゲームの中

でも上手に使えている｡

(I)本児に対する周囲の理解(地域で応用するための手立て)

UNOのルールをR君ができるように変更したら, ｢これだったら, Rもできる｡｣と弟が

理解を示してくれた｡その他の変化として,本棚の本をひっくり返して並べることを繰り返

す｢片付けごっこ｣の一人遊びが減ったことが報告された｡

イ　チェックリストの結果から

保護者にチェックリストを使ってソーシャルスキルを評価してもらった｡なおチェックリス

ト改訂が行われ, ｢自己認知｣については今回

と前回は内容が違うので,過去のものと比較

はできない｡図から分かるように｢にじいろ　立場の

タイム｣で目指している項目でもある｢集団　共感的態度

参加｣, ｢提案･助言｣, ｢ルール理解｣, ｢自分

の立場の主張｣について大きく伸びている｡

保護者のエピソードにもあったように,｢～し

よう｡｣と遊びを提案したり,誘ったりできる

ルール理解

自己認知

集団参加

ようになったことも結果として表れている｡　図2-5　K.R児のソーシャルスキルの比較

誘うためのコミュニケーションスキルを獲得するとともに, ｢人と一緒に遊ぶことが楽しい｡｣

と本児が感じるようになったことが大きいと考える｡これまで｢にじいろタイム｣では,友達

や教師と共に安心して,楽しく集団ゲームの指導をすることを大切にしてきたので,今後も継

続していきたいと考える｡また,保護者が｢にじいろタイム｣で目指している項目において伸

びを感じるようになってきたことは,子どもが学校で身に付けた力を家庭の生活場面において,

また家庭での生活場面でできるようになったことを学校で発揮できるように相互に連携しな

がら取り組んでいくための前向きな力になったと考える｡

(3)評価について

①　これまでの評価の問題点(課題)

これまでの研究で,子どもたち一人一人の評価を話

し合う際に,問題の一つであったのが時間の確保であっ

た｡子ども一人一人について話し合うことはとても大切

なことである｡しかし,実務的には時間の限界がある｡
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一人一人について話し合い,評価を行い,環境や手立ての改善点を出し合うにはかなりの時間

を費やし実務上の限界があった｡そこで,前次研究では一人の子どもの変容についてプログラム

6回分をA4版1枚程度にまとめる方法をとった(資料1)｡これは一人一人の子どもについて時

系列で学習の習得状況や手立ての変化が分かり,個人プログラムの作成には有効な記録となった

が,複数の教師で授業を行う場合,担当教師の意見がどうしても主になることや全体の学習環境

や手立てについてはそれらの記録を持ち合って話し合うために,時間的な課題は結局残ってしま

った｡そこでこうした課題を解決し,さらに今回明らかにしたい｢自己を受けとめ表現し｣, ｢他

者を認める｣姿を評価するためには,どのような評価の在り方がよいかを考え,授業の事前に,

こうした姿が学習の中で具体的にどのような姿として現れるかを予測し,チェックリストで整理

してみた｡ (表2-9一部抜粋)しかし,具体的に推測すればするほどチェックリストの作成に膨大

な時間が掛かってしまうこと,また作成したとしても,実際授業をしながら評価していくことは

難しく,例えば子どもが課題解決をしようとしている場面に有効な指導や手立てのタイミングを

逸してしまうことなど,課題が残った｡さらに大きな問題として,また授業後,ビデオで子ども

の言動をチェックしたが,全員の姿を追うことはできず,子どもを断片的に見てしまう結果にな

ってしまった｡

表2-9　子どもの評価のためのチェックリスト

自己を受けとめ表現する姿 他者を認める姿
コーチの話を聞く｡

エイエイオー等をする｡

整列,あいさつをする｡

･　風船を打つ前

･　風船を打った後

成功したとき

ミスしたとき

･　決めたとき

･　勝っているとき,勝った

とき
･　負けているとき,負けた

とき
_＼､ ＼〉 ) J J/ノ/ /′ノ'_/ _＼,､ヽ､＼)＼ヽ　) ､/ J J J

口　声を出す｡

口　意欲的な表情(しっかりした顔つき)

□　期待感のある表情

口　呼名に答える｡ (｢はい｡｣ ｢おーい｣ ｢任

せろ｣,打つフォームをする)

ロ　本児の表情(｢安IL､｣ ｢意欲｣ ｢攻撃的｣ ｢笑

顔｣等)

□　本兜の表情(｢悔しい｣)

□　言葉で自分の気持ちを立て直す(｢大丈

夫｣ ｢もう1本｣ ｢次がある｣)｡　.

□　本児の表情(喜び)

口　｢やったあ｣等の言葉を出す｡

口　勝敗を受け入れる｡

口　自分の気持ちを適切に表す(うれしい,

悔しい)

□　気持ちをコントロールするための言葉

を言う｡

口　過敏な反応を抑える｡

ノ/､ノ/)＼､ ＼ ＼)＼) ) ､/)I)/ _/ ) ,メ) ヽ　＼　＼ ＼〉　ヽ　) ,ノ/) )　ノ　ン　ノ　＼
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□　話し手に体を向ける｡

口　話し手の顔を見て聞く｡

口　最後まで聞く｡ (途中で遮らない)

口　手に触れたり,声を合わせたりする｡

口　相手の方を向いて,ちょうどよい大きさの声

であいさつする｡

□　風船を打つ友達の名前を呼ぶ｡

□　打とうとする友達を見る｡ (意識する)

口　次の友達または相手に向かって打とうとす

る｡

口　周りの子どもの表情(安心,続けようという

意欲,攻撃)

口　相手チームの子どもの表情

□　本児の表情(｢申し訳ない｣)

□　本児｢ごめんね｣

口　みんな｢いいよ｣等の言葉掛けで友達を許す｡

ロ　チームの得点だと分かる｡ ｢やった-｣等チー

ムメイト(自分以外)が決めたことを喜ぶ｡共

感できる｡

口　友達を褒める｡

口　表情から相手の感情を推し亜る｡

口　自分と他者の気持ちが違うことが分かる｡

口　一緒に喜ぶ｡

ロ　ー緒に残念がる｡

口　同じコート内(空間)で,ゲームができる｡

(線からはみ出さない,相手コートに入らない

なども含む)



②　caミーティングの実際

これまでの評価の課題を踏まえて, 30分という時間設定

の中で,子どもの評価を行い,ある程度の客観性をもたせ,

次回の改善点までできる評価の方法を考えp.42に示す手

順でミーティングを実践した｡まず時間において,どの回

も30分程度で実施することができた｡これまで評価ミ-テ

表2-10　子どもの評価1回目/6

本時の子どもの評価と評価の榎由について観察に述べる｡ディスカッションはしない｡

闇● -一靴m　　　　　　害王室些______｣三重⊆堅

持一･･霊Aふふふ･岩AB ･エ-誉∴主意

虹､艇長A生疎駁6.,8･.AJ撤.A-ふ黒蜜詳細漢
MN     AA        A8         AB

ks.ごふ強_.r iC. -t蕊,a,.CJmi証･ Pん説SS
cl A.A　　･　A.A j A.A

tKR iIIL A°,eS"重信O i　　言B.A二二

左･社会性.輔の自己コントロールに関する目標

右　ソーシャルコミュニケーションに関する目根

イングに費やししてきた時間を教材･教具を作る時間に当

てるなど挙がった改善点に即座に対応できるようになった｡次に,客観性の点においてであるが,

1回目はばらばらだった教師間の評価がだいたい4回目から一貫してきた｡このことがこの話し

合いが客観性をもち始めたと言えよう｡ (間主観)そして,

であるが,これまでの試行錯誤してきた評価と合わせて考

察すると,以下のようなことが言える｡

○　子どもの行動や表情として出ないことを容易に評価で

きるようになった｡特に葛藤場面では,何も行動に起こ

さなかったことはよい評価となることがあるが,チェッ

クリストや指導案での評価では難しかった｡

○　教師が自由に意見を言うことができるので,結果とし

て子どもを多角的に見ることにつながった｡ミーティン

グの記録(メモ)を基に,個人プログラムを書くことが

最も重要である子どもの評価について

表2-11子どもの評価4回目/6

本時の子どもの静価と評価の垣剖こついて簡潔に述べる｡デイスかションI札ない｡

陳溺藤.怒溺蟻轢無瀾弼闘田
TY    AA      AA       AA

宮K霊AA　謡　A訂‡㌢/A;.A定額患
MN A A A,A A A

蚤S霧 9 A-･金製懸'A A-A'綱田
CI A.A A.A B.A　　　一

堕豊=B.I:i_B型土星±皇主題鰹
左:社会性.感情の自己コントロールに関する目標

右.ソーシャルコミュニケ-シ]ンに関する白襟

でき,指導プログラムを修正加筆することができ,書類

が増えなかった｡

○　教師集団の評価が均質になってきたために,教師の経験や観点の違いをある程度埋めること

ができると考える｡しかし,さらに均質になってきた集団における評価の質の向上を図るため

には異なるアプローチをすることも必要であると思われる｡

以上のようなことと,実務的な効率性と妥当性のバランスを考えると,おひさまグループのよ

うな授業形態(授業の流れや教師の構成など)においてこのような評価の在り方は有効であると

考える｡

【caミーティング(おひさまグループ)の手順と評価の例】
1　子どもの評価(約lo劣)

すべての子どもについて評価(A, B, C)とその理由について3人の教師が述べる｡

例:ある授業のK児の目標1について

教師A ｢K君の目標1の評価はAだと思います｡あの場面で｢いいよ｡｣と言うことができたからです｡｣

教師B ｢わたしはBだと思います｡それはあの場面までは確かに頑張っていましたが,次の葛藤場面で

は,友達を威圧する表情をしたからです｡｣

教師C ｢わたしはAだと思います｡それまで頑張っていたし,あの状況で威圧する表情だけで終わった

ことを今の段階では彼なりに頑張ったと評価したいからです｡｣

2　指導及び支援の手立ての評価とその改善,目標の変更(約20分)

例: I君が,悔しいことを不適切な表現で言ったことで友達が怒り出した｡ -教師の手立てとしてその場

で適切な言葉を伝えたがI君はやめずに言い続けた｡ -　(改善)次回は,事前にI君に悔しいときに
｢言っていい言葉｣と｢心の中で言う言葉(ミュート)｣を伝えて,その表をファイルに保存しておいて

視覚的に振り返えられるようにする｡
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資料2-1 Ⅲ期　評価シート　　C. I (3年,男子)　集団ゲーム:デカパンリレー,玉入れ,ビンゴゲーム

目標: ○　ルールを守って,みんなと楽しく集団ゲームをする｡ -　①　ゲームのやり方を知る｡ ②　ルールを守るために気持ちのコントロールをする｡
-　③　ゲームやルールの変更に対応できる｡ (ゲームを楽しめるようになってから途中設定)

ねらい ��5��ｸ8�,ﾈ.(.雲ｸ/�&ﾘ.��ｲ�②気持ちのコントロールをする○ �)¥��,��陌�,X*ｸ.��ｲ�

手立て および ��+x-x,H,ﾈ�&85��ｸ8�,ﾈ.(.雲ｸ,ﾈ4�6ｨ8�ﾒ�1すべての集団ゲームのやり方のアニメ-シヨ 滴7(98585��ｸ8�/�(h鈬��Y¥��/��ﾙ.�+X,�*(�ｲ�
シヨンを個我しゲームの直前に見せる｡ 2ビンゴゲームのみアニメーションで見せ �98/�ﾞﾉ�ﾈ+X5��ｸ8�,ﾉ+ﾉ��,侈�+�.薬�

2ルールをポイントで伝えられように,玉入れ 
る 

場面の ���87(9858,Rﾙ��¥�/�+�.x8�4898/�処*ﾘ4�6｢�については絵で示す○同時(1桝 塗7(98585��ｸ8�,X+�.ｨ-ﾈ,Y�8醜.�.x,�,H*(+ﾘ8�5�8ｸ/��

設定 �8�ﾘ5h8�98/�?ﾈ.ｨ.薬�3,4絵を継次にする(4枚)○ 滴肩-ﾈ,X,�+x.��ｲ�
4ビンゴ中止｡ 5,63同様○ 迭ﾃh7H4x486h48984�,ﾈ5�487�984�/�ﾖﾈ*h.��ｲ�

評価1 10/16 仆ｹj��ｸ*ﾘﾊ�,H.(.雲ｸ,ﾙyﾘ��+X,H*(+ﾘ�ｲ�ルールを理解して自分の気持ちをコントロール するには至らなかった｡玉入れの終了を守れない｡ ��

評価2 �8ﾌ(+ｸ.ｸ,�+ﾘ,h*(*H,h+�.ｸ*ｩZｨ*�.�,�*ﾘ+ｲ�終了を守るということは分かっているようだ ��
10/23 �*H�ｲ�が,コントロールには弱↓㌔ 

評価3 10/25 校内研 �+ｸ.ｸ,�+ﾘ+�,h*ｨ.h*ﾙyﾘ��,X*ｸ+ﾘ�｢�MI~飃H轌;��前回より理解ぱ莱まったので糸閥電導, ��

評価4 �4�6ｨ8��5h8�98*ｨ,�*(+�,h/���*h.坪�慰B�言葉掛けなしでOKo相手チームの絵が気にな �*(,(7(9858*ｨ*�.處ﾙW8��,�,�,�,H*ｸ+ﾚ�)�i�h7(9858,ﾒ�*(,(*�.�-ﾈ+ssRﾂ�8,hﾋ�*H+�,h/�轌;��ﾘ,�+h*(.ｸ5�488��,ﾈ鳧ｭHｨI¥��,ﾘ+X,�.x*ﾘ,�*(.h*H,��ｲ�
ll/2 �*ｳ�8���,x+�.x*�,ﾈﾊ仂�-�*ｩTｹwh�ｲ�る○ 

評価5 ll/7 参観日 兢ｸﾎﾈ�(*ｩx�,H*(.�+�,h,X*H.ｨ+X*ﾘ,Ix�+�(X*�,�*#�ﾙ]ｸﾎﾈ�(*ｨ����+x.假hｼh.(ﾗ8馼,X.h*ﾘﾊ�.x.ｨ.��ｹ�ﾈ,ﾈ�ｩlｨ,hｭi��+X,H轌;�ｧxｸ�,Yo��儷ﾈ/���邵�ｲ�

評価6 ll/29 �7H4x486h48984�,ﾘ,��)�i�i�ﾈ/�処*(,H*ﾒ�フエイデイングはなLO 守れた○ 俾兒ｨ*ｨ.�.x*H-x*ｸ4ﾈ888�4�5��ｸ8�5�8ｸ*ｨ.�.x*h+�,鎚+ｲ�
ださい○｣と自分から言ってくる○ 凾ﾌメダルをもらった子どもから泣きながら奪いに行こう とする(経過と指導について別紙参照)○ 

まとめ 冏ｸ髦,�.(.雲ｸ/�ｻ8*h.�+ﾘ-�,鎚4�6ｨ8��ｸ5h8r�98,ﾙtﾈﾏ�,雲ｹd�,X*�.なｻｹj�隴i�8*ｨﾘ(*(�ｲ�ルールのポイントを絞るにはよい方法であっ 倬i��,�&ﾘ.x+�,H*(,H.�ﾈ齷Zｨ,ﾈｴ8鰄+�/�5(986x8ﾘ�ｸ8ｸ+r�.�+�,h*ｩ>�+X*(*｢ﾉ?ｨﾈ�,iNHｧ(+x.�,h訷*ｨ,X,�*�,�+ﾘ.つ�たo �ﾘ,h*�Iiﾘ,X*ｸ+ﾘ.�+x.况ﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ.��ｸ齷Zｨ8ｸ�ｸ8ｸ/�ﾈ��

フエイデイングもあと1回でできたかも○ �-�.佛委ﾈ.�*�.な5�8(�ｸ8ｸ5�6X6(7h,Yo���+X,H轌;�+X,H*"�*ﾙTｹwh*ｨ*�.���



3　研究内容3について

申学部における指導の継続性を目指した学部間の引継ぎの在り方を探る｡

研究内容3においては, ｢にじいろタイム｣ (ほしグループ)での取組を,教育課程の異なる

中学部に,どのように指導内容や課題をつなげていくかを轟例を通して検証することにした｡

(1)小学部での取組

①　子どもの実態

本児は,現在中学部1年女子で,日常生活面の技能も高まり,少ない支援でできることが増

えている｡小学部の中学年のころには,いろいろな人とのかかわりを求めて,ほかの教室や保

健室など遊びに行くことが多かった｡しかし,かかわる人によって集団からわざと離れて行っ

たり,かかわってほしくて物を投げたりするなど,わざと不適切な行動をとることや人との適

切な距離をとれずに教師にしがみつくなどすることがあった｡

新版K式検査の結果(6年時)では, ｢分からない｣, ｢できそうにない｣ということが自分

で分かるため,困った行動によって回避することが見られるが,それは気持ちの上での不安の

サインととらえて,好きな課題やできそうな活動を取り入れて安心できるようにして,その上

で部分的に挑戦していくような課題を設定すること,言語の力が高いので言語での称賛や頑張

ったことを書いてやり取りすることが大切だということが挙げられている｡

②　小学部での取組

以上のことを踏まえて,小学部では自立活動の目標とにじいろタイムの目標を以下のように

設定して取り組んだ｡

自立活動の目標

○したいことやしたくないことを言葉で伝えて人と適切なかかわり方ができるo 

【自立活動の区分】コミュニケーション(㊨,③,㊨,㊨).心理的な安定(㊨,㊨) 

亡=エー

自立活動の時間における指導『にじいろタイム』の目標

○｢かして｣,｢どいて｣,｢あそばう｣などの言葉を相手に聞こえる声で伝えることができるo 

○集団の中で自分の役割を理解し,適切な対人距離をとりながら友達とかかわり合うことができるo 

③　｢にじいろタイム｣での子どもの変容(H｡17-日.20.3)一一ゴ一J'一"血九〇畦〃摩損費et裏.-JJ,点9--∴⊥ウ ･-友達同士あ役割演技ゐ課題では,'友達から｢どいて｣と言葉を掛けられると,｢ごめんね｣,｢ど うぞ｣と場所を譲ることができた○｢ありがとう｣と言われると｢どういたしまして｣と答え,｢あ りがとうつて言われてうれしかつた｣と自分の気持ちを伝えることができるようになった○初め に演技をして下級生のモデルとなり,友達に称賛されることで,自信をもって大きな声で演技を 鱗することができた○ 

∴設定された場面の中で,相手に伝える言葉がすらすらと出てくるようになった｡また｢ちよっ 

とどいてくれない?｣など,相手の気持ちを考えた言い方をすることができるようになってきた○ 

｢ももたろう｣の劇では｢桃太郎の役を○○ちゃんと一緒にしてうれしかつた｡｣など,教師か 

ら質問されると自分の気持ちを伝えることができた○振り返りの場面では,友達の演技をよく見 

て,｢○○君が上手だった｣と伝えることができるようになった○ 
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(2)中学部での取組

①　子どもの実態

本児島　中学部に入学してから新しい環境で場所や担任が変わるという状況の下での不安から

｢しがみつく｣, ｢教室を走り回る｣, ｢友達の大切にしている紙を常に欲しがる｣などの行動が

見られ,自分の気持ちを伝えることがなかなかできない様子が見られた｡そこで,自立活動の目

標を以下のように設定した｡

自立活動の目標

自分のしたいという気持ちを調整して,みんなと一緒に行動することができる｡

②　連携の実際

月日 刋�ﾆy>�vR�参加者 

H.20.2月 ��ｵ8,ﾈ抦ｧyYH,X,ﾉ�hｨ��ｩlｨ��ｬ��中学部主事 
3月前半 ��ｩX,ﾈ自?ｩ�ﾈﾋ�?ﾈｧr�(hｧyYB��小学部担任.中学部全職員 
3月後半 ��髦,ﾈﾌ)¥ｨ,ﾈｻ8支辷�ﾇh枌靂)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh枌ﾂ�小学部担任.主事 
～4月 �+ｸ,ﾉ�ﾉ�9Lｨ,ﾈ処ﾇ�*ﾂ�中学部担任.主事 

4月24日 仄I,ｩyﾘ��7��ｸ6X4(984���小学部ほしグループ担当者 ･にじいろタイムについての説明 唳(hｧyYI�9�X蹴�

･ビデオによる経過と課題の共通理解 

･ディスカッション(課題の確認と目標設定) 

6月4日 仄I,ｩyﾘ��7��ｸ6X4(984���中学部担任 ･中学部での様子と課題について 傅ﾈｧyYH-�+X4�8ｸ�ｸ7i%99h�"�
･ビデオによる経過と共通理解 
･目標設定 

6月5日 ��髦,h,ﾈ7��ｸ6X4(984�"�A児 
･Å児が自分のビデオほしを見て,そのときの気 �(hｧyYI%9D2�

持ちや行動を振り返る○ 傅ﾈｧyYH-�+X4�8ｸ�ｸ7i%99h�"�
･自分で目標を設定する○ 

6月5日 �(hｧyYH,X,ﾈ靖�r�中学部全職員 
～7月4日 唸�ｼh�ｩl｢��hｨ��ｩl｢�

7月7日 儷ﾘ幵畏y:��中学部担任 ･目標の妥当性 傅ﾈｧyYH-�+X4�8ｸ�ｸ7i%99h�"�
･手立ての内容.方法について確認 

･今後の計画 

7月末 ��ｧxｯｨ,ﾈ靖�x,ﾉUﾘ幵畏y:��中学部担任 小学部グループ担当者 

9月～ �(ｧxｯｨ,ﾈ靖�r�中学部全職員 

･授業場面.生活場面 

ll月末 ���ﾈ�-ﾈ,X,ﾈ靖�x,ﾉUﾘ幵畏y:��中学部担任 小学部ほしグループ担当者 

【共通理解ミーティング②の様子】　期日:H.20.6.4

参加者:中学部担任2名･小学部G担当者2名

中学部の担任と一緒に現在の様子のビデオを見ながら話し合い, ｢友達の持っている紙を

常に欲しがる｣, ｢しがみつく｣などの様子が本児にとっても,困っていることであること

を共通理解をした｡また,どの場面でそういう行動が多いのか,しないときはどんなとき

なのかなどを,小学部の様子を伝えながら確認をした｡そして,ビデオを見ながら本児も

交えたミーティングを行うことで,自分の行動を振り返る機会を作ることとした｡
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【A児とのミーティングの様子】期日‥H.20.6.51 

参加者:A姫,中学部担任,小学部担当者(以下小把とする) 

会順 1はじめのあいさつ 劔�*B�2ビデオを見よう 
～パソコンをしているI君が持っている紙(キャラク 

タ-画像をコピーした紙)を,A児が勝手に取ろうとし 
ている場面を見ながら～ �(7(6h4�/�-ﾘ.h*B�8,ﾘ,�+X*�*(/�+X.b�

小担:｢I君はどう思っているかな○｣ 
A児:｢じゃま(だと思う)○｣ 

3話し合いをしよう A児:｢I君の紙を見たい○｣ 小担:｢どうやつたら(I君の)紙を見せてもらえる?｣ 滴*ｸ-ﾈ,�+ﾘ+�,h/��-ﾈ,h-�.h*B�

A児:｢頑張ったら○｣ 店*�.ﾘ.�,ﾈ*�*(+8,"�

小担:｢何を頑張ったら?｣ 
A旧.｢...｣ � �(ﾋ��2� 兔r�~ﾙFR��,.,i.B. ノ｣. 小担:｢紙を見せてもらうときは(どうしたらいい)?｣ A児:｢かして(と言う)○｣ ゝ_ヾ一二二一ゝ 兩1＼二 ′i一 

中担:｢す_いね○『かして』つて言えるね.｣ 小担:｢もし,I君が『いやだ』つて言ったらどうする?｣ �!董 � � 

A児:(身振りをつけて)｢がまん○がまん○｣ 

4決まったーとをまとめよっ 室 � 剪� 

小担:｢では,Aさんが頑張るーとをまとめて日きましよっ｣ A児:(頑張ることを言いながら,メモ帳に自分で書く○) � 處ｨｩb�� 

写翼粥本人参加のミーティング らメモ帳に丸を書いてもらう ることを話し合って決めた○ に伝えて,一緒に｢貸して｣ 1かしてという○ 

2やめてといわれたらがまんする∩ 
･その後,自分で決めたことを頑張ったら,毎日,担任か 

こと,丸が一つでもついた目は,好きな歌詞カードをもらえ また,自分から｢貸して｣と言う自信がないときは,担任 

と言ってもらえばいいことを確認した｡ 5おわりのあいさつ 

【10月までの取り組みの評価】参加者:中学部担任2名.小学部G担当者2名 

6月からの取組の結果,友達の紙を見せてほしいときには｢かして｣と伝えられるように 

なった○言えないときには｢どうする?｣と教師が言葉掛けをすると｢がまんだった｣と気 

持ちをコントロールすることができるようになった07月7日からは目標設定を特定の友達 

からいろいろな友達や教師に変更した○達成することができるようになり,称賛等の手立て 

も少なくなった○ミーティングを重ねることで,本児が自分の行動を振り返ることができる 

ことが分かり,自分で気付けるような言葉掛けをするように,学部で共通理解することで, 

いろいろな場面でスムーズに行動することができるようになった○ 

(3)連携の成果と課題

今回,指導の継続性を目指した学部間の引継ぎの在り方を探るために,小学部独自で行っている

自立活動の時間における指導｢にじいろタイム｣で取り組んでいた目標や内容を,中学部での休み

時間の場面に設定して取り組んだ｡その際,目標設定を一緒に行い,教師の働き掛けを共通するこ

とで成果があった｡何度も小学部と中学部の教師がミーティングの機会をもったこと(直接会って

話し合うこと)の大切さを改めて感じた｡しかし,課題もまだ多い｡引継ぎの際の資料は｢個別の

指導計画｣, ｢個別の教育支援計画｣, ｢引継ぎ書(コミュニケーション･身辺自立･社会性等)｣, ｢個

別の指導に関すること｣, ｢あゆみ｣など数が多く,時間も掛けて引継いでいるが,それだけでは

難しいことがよく分かった｡書類などの(ハード面)の引継ぎだけではなく,ビデオで学習場面な

どを記録し,その様子を見ながら話し合う　(ソフト面)での引継ぎが必要であるのではないか｡

引継ぐために大切なことは,つなげようとする｢教師同士のコミュニケーション｣なのである｡
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Ⅷまとめと今後の課題 

わたしたちは,本研究を通して様々な成果と課題を得ることができた｡このことについて｢自己を

受けとめ表現し,他者を認める子どもの姿｣を通じて,その一部を示しながら整理する｡

1　子どもの姿より

(1)にじいろタイムにおいて

はなグループにおいては,子どもが友達同士で誘うようになった｡具体的には,シーソー遊び

の際に友達の得意なものを理解した上で,誘いたい友達を選ぶことができるようになったことで

ある｡

ほしグループにおいては,劇の役を決めるときに｢○○ちゃんと

一緒にしたい｣と言えるようになった｡ふだんの生活においては,

｢ごめんね｣と言うことが苦手な子どもが劇の中では言えるように

なった｡
li

おひさまグループにおいては,集団ゲームに負けても｢次がある｣達

と切り替えることができ,活動する際に,自分で自己調整すること

が多くなったので教師の支援が少なくても遊びができるようになっ

た｡

写真2-9

おひさ　まグループ
心を合わせて｢ファイトオー｣

(2)他の指導の形態において

生活単元学習｢なかまの家にとまろう｣の活動｢段ボール-ウスで遊ぼう｣においては,友達

と場を共有しながら自分の好きな物を作ったり,友達の作った物も一緒につなげたりする様子が

見られた｡また｢ウオーターランドで遊ぼう｣では,いろいろな遊び

のエリアで友達と場の共有をする様子が見られた｡さらにウオーター

スライダーを二人で滑る際に友達を誘ったり順番を守ったりすること

ができた｡体育では,順番や順位に対して怒ることもなく, ｢くやし

い｣と教師に伝えたり,友達を励ましたりすることができた｡

写真2-10　生活単元学習
｢ウオーターランドで遊ぼう｣

(3)日常生活において

休み時間にパソコンでインターネットを見る場合に,教室に1台しかないパソコンを2-3人

で使うことになる｡そのような場合,当然,自分が見たいものと友達が見たいものが違うという

ことが生じる｡そのようなとき,タイマー等を使って｢時間がきたら交代する｣という約束が前

提としてあるものの,自分の時間は｢ぼくは○○が見たい｣と表現することができるばかりか,

友達が見ているときに,その場を離れたり好きなことをしたりするわけではなく,友達が見てい

るものを一緒に見ながら待てるという姿が見られるようになってきた｡

自立活動の指導として,他の指導の形態や生活全般との双方向性はあるもが,わたしたちが指

導してきたことが明らかに, ｢コミュニケーション｣, ｢社会性･集団参加｣の基盤として培われ,

様々な場面で伝えようとする姿が見られるようになったと言える｡
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(1)～(3)で挙げてきた子どもの姿から｢自己を受けとめ表現し,他者

を認める子ども｣の実現につながったのではないかと考える｡

今後の課題は,これまで以上に自分の状況を理解しながら思いを伝え

たり相手の心情を理解してかかわったりする力を高めると考える｡また,

学習指導要領改訂に伴い自立活動の在り方の整理をすることである｡

2　目標設定と評価の在り方

写真2-ll

校外で自転車に乗って遊ぶ子どもたち

(1)目標設定について

自立活動の目標及び内容においては,子どもたちの実態を十分把握することが重要であること

から,これまでの実態把握に｢発達を踏まえる｣という視点を加えた｡その｢発達を踏まえる｣

ために新版K式発達検査を導入し,その分析を加えた｡それまでは教育的ニーズに偏りがちだっ

たものが｢子どもを全体的に｣見ることができるようになった｡そのことが,教育的ニーズや学

習指導要領の内容に｢子どもの発達段階｣も加味した目標設定につながったと言える｡また,に

じいろタイムのグループ編成をする際にも,発達を考慮してグループ編成をすることができた｡

さらに,そのような目標設定は,子どもの学習内容設定にもよい影響を及ぼすことになり,わ

たしたち教師が確かな学びを支える四つのキーワードを検討する際にも参考になった｡

加えて, ｢発達を踏まえる｣という視点で子どもの実態を把握することで,教師の子どもを見る

目は確実に向上していると思われる｡

(2)評価の在り方について

わたしたちは,授業実践サイクルにおいては, -単位時間ごとに子どもの活動の様子や目標に

ついて評価してきた｡合わせて,学びを支える四つのキーワードについても子どもの様子と教師

の手立ての評価を行ってきた｡その過程で,教育的ニーズだけではなく,発達検査や行動観察な

ども加えて子どもの全体をとらえた目標設定ができたことが,評価のしやすさにつながったと考

えている｡また,学びを支える四つのキーワードについても,教師の手立てを考える際の一つの

指標としたことは有効だったと言えるが,授業実践サイクルの中では,教師が｢振り返り｣をあ

まりにも意識するため,子どもの活動の流れを途切れさせてしまうことがあった｡そして,この

四つのキーワードは,ほかの指導の形態においての有効性の検証が必要である｡授業実践におい

ては｢にじいろタイム｣のおひさまグループで評価と改善のためのc aミーティングを行った｡

その成果は｢Ⅶ　研究の実際一研究内容2｣で述べたとおりである｡ただ,このことについては

おひさまグループでの取組であり,ほかのグループでの有効的な評価ミーティングの在り方につ

いては今後検証していく必要がある｡

わたしたちは,子どもの学習内容の引継ぎを行った｡時間における指導の一つである｢にじい

ろタイム｣の学習内容や自立活動の指導の学習内容について,事例として中学部に引き継ぎ,中

学都職員と打合せやミーティングを実施できたことは非常に有意義なことであったと考える｡し

かし,このことは裏を返せば,事例としては引継ぎ,打合せ･ミーティングが可能であるが,盟

状のシステムではすべての子どもについては困難であるということである｡

そこで,今後の課題としては,引継ぎ資料の様式やシステムの検討と教育課程の検討が必要に

なると考える｡また,単に生活年齢のみではなく,一人一人の子どもの発達段階も考慮した学習

内容を確実に引き継ぐことが望まれる｡
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